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川端康成作品 伊豆の魅力を発信 

 ～「伊豆序説」DVD化～ 

 伊豆半島ジオパーク推進協議会は沼津市出身の元 NHK キャスターで語り部・かたりすとの平野啓

子様ご協力のもと、「伊豆序説 DVD」を作成しています。伊豆半島ジオパークは、構想当初から静

岡県知事をはじめ、伊豆を統合的に表現する際に「伊豆序説」が用いられてきました。「伊豆序説」

は川端康成の作品であり、その冒頭では「伊豆は詩の国である、と世の人はいう。伊豆は日本の歴

史の縮図である、と或る歴史家はいう。」と伊豆について表現しています。DVD は平野啓子様に朗

読をお願いし、「伊豆序説」からたどる伊豆半島を紹介しています。 

今年は日本ジオパーク審査事前確認、来年には世界ジオパークの再認定審査を控え、「伊豆はひと

つ」となってこの事業を推進するために、教育・啓蒙活動の一環として「伊豆序説」の朗読と伊豆

半島の映像を DVD にしました。８月中旬以降に各構成市町、小中高校に配布する予定です。ぜひ学

習に役立てていただきたいと思います。 

 

沼津商業高校 伊豆半島誘客に向け 

 ～伊豆半島ジオパークの現状と課題～     
（文責 静岡県立沼津商業高等学校 渥美 秀美） 

 伊豆半島ジオパーク推進協議会の協力のもと、沼津商業高等学校３年生課題研究の授業で６月２

４日と７月１日の２日間にわたり、伊豆半島についてやジオツーリズムなどの授業を行いました。 

「課題研究」地域研究班では、週３回の授業の中で「伊豆半島ジオパーク」の活性化について議論

しています。本校は商業高校であるため、ビジネスに関する学習、主にマーケティングや観光とい

った学習と結び付けながら、解決策を探るのは必須であります。 

推進協議会の新名研究員の講話やジオパーク視察で、生徒たちは新しい見方や多面的に物事を捉

えられるようになり、授業で議論を重ねるごとに主体的に物事を考えられるようになりました。意

見交換は活発であり、テーマ決め、問題点の抽出、課題への

対応策等、今後の見通しを立てながら授業を進めています。

「伊豆半島ジオパークの活性化」は昨年度の先輩から引き継

がれた内容であるため、卒業した先輩たちの意見を尊重しつ

つも新たな提案を膨らませながら、さらに良いものを作ろう

としています。 

また、ジオパーク学習をとおして、ビジネスにおける環境

保全や自然との共有の大切さについて理解することができて

きています。１月に成果発表会が催される予定ですが、その

間に生徒はいくつもの課題に直面すると思います。しかしそ

の課題を克服するたびに、生徒はさまざまな力を向上させる

ことができると確信しています。 

 

講義の様子 



伊豆の国市立大仁中学校 大仁の成り立ち 

～水理模型を使った実験を交えて～ 
                         （文責 大仁中学校 田畑 基子） 

伊豆半島ジオパーク推進協議会の協力のもと、伊豆の国市立大仁中学校は 7月 14日にジオ学習を

行いました。大仁中学校がジオ学習を実施するのは初めて。総合的な学習の時間は「地域とのかか

わり」をテーマに、小学校で田方地区について学んできたことを土台に、範囲を広げ伊豆半島の成

り立ちについて学ぶことにしました。そこでジオガイドの方に講義をお願いすることで深い知識を

得られるのではないかと考えました。伊豆半島の成り立ちや狩野川の特徴、海底火山の歴史などを

講義していただき、伊豆半島の価値について改めて知ることとなりました。 

今回特別に準備していただいた水理模型による「川の流れのしくみ」について生徒は大変興味を

示し、小学生で学んだ「水のはたらき」である浸食、運搬、堆積について実験で見ることができ、

河川周辺の地形がどのようにできるのか学ぶことができ

ました。狩野川堤防は洪水などを防ぐための工夫がなさ

れ、それによって私たちの日々の生活が守られているこ

とが分かりました。また、9月ごろ予定している下田への

宿泊学習に関連し、なぜ下田の龍宮窟はハートの形をし

ているのか、なぜ白浜海水浴場の砂は白いのか解説して

いただきました。ジオ学習をきっかけに伊豆に誇りを持

っていただき、興味、関心が深まることを期待していま

す。 

 

伊豆半島ジオ検定３級 開始 

 ～伊豆半島ジオパーク通を目指して～ 

 伊豆半島ジオ検定３級が７月１７日から始まりました。今年で９回目となります。伊豆半島ジオ

検定は、伊豆半島ジオパークに関する知識をさらに深め、もっと愉しむための検定です。毎年夏に

ジオ検定３級を、冬にジオ検定１・２級を実施しています。 

 ３級は、受検場所は問わず書籍や WEB サイト等で調べて回答しても構いません。50 点満点中 35

点取得すれば合格です。締切日（８月３１日（金））

までに推進協議会事務局まで回答を送付してく

ださい。今回から、WEB 上で回答することがで

きるオンライン受検が可能となりました。発行手

数料がかかりますが希望者はカード型合格証を

受け取れます。冬にはジオ検定１・２級を開催し

ますが、３級に合格していないと受験できません

ので、ぜひ受験してください。 

 

《編集後記》 

授業日数確保のため長期休暇が短縮される学校が多い中、ジオ学習の実施を検討してくださる学

校もあり大変うれしく思います。今年は実施が難しくても、来年度の実施に向けて準備してくださ

ると幸いです。県外への移動自粛が緩和され、元の日常に戻れるかと楽しみにしていましたが、ま

た感染者が増加してきましたので感染予防には十分怠りなくお過ごしください。 （事務局 早川）                       
 

氏  名 

水理模型による 

「川の流れによる地形の成り立ち」 


